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新県立体育館整備・運営事業の入札不調と今後の対応方針について 

スポーツ振興課 

 

１ 経 緯 

７月に公告した新県立体育館整備・運営事業の入札が

不調となったことから、入札を辞退した４グループへの

ヒアリングを実施するとともに、それを踏まえた事業費

等の見直しを行った。 

・７月１９日  入札公告 

・８月２３日迄 ４グループが入札参加を表明 

・１１月１日  全グループの辞退により入札取り止め 

・１１月８日迄 ４グループにヒアリングを実施 

 

２ 事業者へのヒアリング結果 

（１）入札辞退の理由 

４グループ全てが、見積額と予定価格（254億円）が

大幅に乖離しているためとし、その要因は、首都圏での

再開発等の建設需要急増による資材価格や労務費等の

高騰であるとの回答を得た。 

 

（２）再度公告入札への参加意欲 

実勢を踏まえた事業費の確保と発注情報の早期公表

に加え、契約締結後の物価上昇リスクへの柔軟な対応

があれば、入札に参加したいとの意向であった。 

 

 

 

３ 今後の対応方針 

多くの県民が利用する県立体育館は、老朽化により建

替えが不可欠であり、地元チームのＢリーグプレミア参

入も考慮し、基本計画に示した機能を維持しつつ、実勢を

踏まえて事業費を増額する。 

令和10年秋の開館に向け、ＰＦＩ手法による再度の事

業者選定を速やかに行う。 

 

（１）機能の維持 

・スポーツの「みる」「する」「ささえる」機能 

・Ｂリーグプレミア基準を満たすアリーナ 

・八橋運動公園の機能向上 

（２）事業費（施設整備費）の増額 
内  訳 ６月補正 見直し後 増額 

施設整備費 200億円  310億円 110億円 
維持管理・運営費等 54億円 54億円   － 

合  計 254億円 364億円 110億円 
                

（３）再度公告入札スケジュール（予定） 

   令和６年１２月議会 債務負担行為の増額補正 

１２月    入札公告 

令和７年 ２月    入札書・提案書の提出 

３月   審査・落札決定 

６月迄  事業契約締結、事業着手 
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